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人 口減少および高齢化社会の到来 と,戦後の高度経済成長期に整備 された社会資本の更新の時期 とが重な
る我が国において,社 会資本の延命化は最重要課題であり,岩盤構造物についても合理的な維持管理が必要










性弱層モデルを提案 している。提案 したモデルを均質化理論に基づ く岩盤物性評価法に適用 し,実岩盤の原
位置せん断試験に適用 した結果,亀 裂性岩盤の強度評価において,拘束圧に依存した強度を評価できること
を明 らかにしている。
第4章 では,ユ ニッ トセルの内部の破壊に対 し,岩盤の限界ひずみに基づいて破壊を規定する方法を提案
し,均質化理論に基づ く岩盤物性評価法に導入 している。提案手法を実岩盤の原位置せん断試験に適用した
結果,限 界ひずみを考慮することによって試験結果の説明性の高い強度を評価できる可能性があることを示





以上,本論文は,均質化理論を応用 した岩盤の強度特性評価法 を提案 し,岩盤構造物の合理的な維持管理
を可能とするGISを用いた維持管理システム構築 したものである。本研究の成果は,岩盤構造物の合理的な
維持管理に大きく寄与するもので,そ の工学的な意義は大きい。
よって,本論文は博士(工学)の学位論文として合格と認める。
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